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<12～1月開催された部会の状況>
部会・ワーキング

グループなど 次回開催予定

今年度第10号のふくしネット情報です。各部会、今年度のまとめの時期に入ってきました。より良く運営するために、沢山の方に意見をいただければ
幸いです。また「やさしいお店登録制度」がスタートするにあたり、新聞やテレビで紹介されました。やさしく対応してくださるお店が増え、障害が
あってもなくても入りやすいお店が分かりやすくなるといいですね。

地域でいこう
委員会

開催日:1月16日（木）長野市保健所にて　テーマ「今年度の活動の振り返り
と来年度に向けて」
今年度の活動の振り返りを行い、その中から見えてきた課題の検討を行った。
今年度行った取り組みとして①医療機関へのアンケートの実施、②長野市保健
所連絡会への協力、③医療機関との話し合いの場の開催を行った。見えてきた
課題を来年度以降も委員会として検討していくこととした。

開催予定日　2月20日(木)
10:00～12:00
場所　長野市保健所
テーマ「来年度の取り組みと
体制について」

ケアマネ
連絡会

開催予定日　2月5日・12
日・19・26日（水）
10:00～12:00
場所 ハーモニー桃の郷

開催日:1月8日・15日・22・29日（水）　ハーモニー桃の郷にて
＊1週目：療育コーディネーター、発達障がいサポートマネージャー、就業・生
活支援センターに参加いただき、地域課題について検討。今後も継続。
＊地域課題について　＊事務局会議の検討・報告　＊運営委員会について
＊長野市障害者相談支援体制について　　＊相談支援体制WG報告・検討
＊困難事例検討　＊台風１９号被害への支援・対応について ＊スキルアップ研
修について　＊圏域会議について　＊運営委員・部会長合同会議について
＊障害者相談支援従事者現任研修インターバル実習について

ケアプラン
ナー・

指定相談支援
事業所
連絡会

開催日:１月７日（火）　長野市中部公民館４階ホールにて　テーマ「自立訓
練事業所　～それぞれの活動を知ろう～」
・相談支援初任者研修、現任者研修について
・スキルアップ研修について
・「自立訓練事業所　～それぞれの活動を知ろう」
県リハ、フレッシュとくま、メゾンドエスポワール、森と木ラボ、Re.coの支援
者さんが参加し、それぞれの事業所の特性や活動内容を紹介。質疑応答。
・今年度のアンケート

開催日:1月1６日（木）ハーモニー桃の郷にて　テーマ「はたらく」
a 長野市内企業の障害者雇用率のアップ
・第4回　企業懇談会実施の検討
　　令和2年2月21日金曜日実施決定　・チラシの配方法の決定
　　来年度　第5回目実施に向けての素案の検討
b.就労アセスメントの質の向上
・学習会実施の振り返り
・アセスメント平準化のための「就労ガイドブック」の作成検討
・来年度に向けて（広く一般的に呼べる学習会の設置/7月～11月をめどに全5
回企画）

開催報告

こども部会

開催予定日　2月18日(火)
10:00～
場所:にじいろキッズらいふ
テーマ「令和元年度部会報告
会」来年度に向けて

しごと部会

開催予定日　2月21日(木)
場所:長野市ふれあい福祉セ
ンター5階
13:00～
テーマ「企業懇談会」

開催日:12月23日（月）にじいろキッズらいふにて　テーマ「児童発達支援
事業所活動報告会」
「ひふみ北長野教室」さん、および「にじいろキッズらいふ」さんから、①目
的方針②利用状況③発達支援への取り組み④移行支援等その他の取り組み⑤課
題について、活動報告をしていただきました。保育園等への移行が話題となり
ました。

【昼の部】開催予定日
2月18日(火)13:30～
場所 市障害者福祉センター
202
テーマ「1年間を振り返って
～全体協議会にむけて」

【夜の部】開催予定日
2月 3日(月)18:30～
場所 市役所第1庁舎6階会議
室161
テーマ「1年間を振り返って
～全体協議会にむけて」

開催日:夜1月6日（月）市役所第１庁舎6階161にて　昼1月17日（火）長野
市障害者福祉センター202にて　テーマ「1年間の振返り」
〇1年間を振り返って
・フェスタが大きなイベントだったが盛り上がってよかった。当事者の思いを
発表する機会になった。・交流会で昼夜の部の方と話ができて良かった。・災
害については今後も継続して話し合っていきたい。
〇長野県障害者共生社会づくり条例（仮称）」について説明と障害者の意見を
聞く機会があり参加。今後の動きを気にしていきたい。
〇ほっこり土産コーナー

当事者部会

開催予定日　3月5日(木)
13:30～15:30
場所 市役所第２庁舎１０階
２０２
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部会・ワーキング
グループなど 次回開催予定

★令和元年度第3回長野市相談支援専門員等スキルアップ研修の開催について★

★当事者部会「ほっこり話2019」★

★やさしいお店登録制度記念講演会・説明会について★

1月17日トイーゴ4階大学習室にて、やさしいお店登録制度記念講演会・説明会が開催されました。
・第1部　記念講演「長野市のやさしいお店が地域の未来を変える」毎日新聞客員編集委員 野澤和弘 氏
・第2部　長野市障害者にやさしいお店登録制度説明会
50名ほどの参加がありその場で登録申請をするお店もありました。

運営委員会

開催日:1月20日（月）長野市役所にて
○第1回全体協議会アンケート等確認
○2/6部会長合同会議に向けて　内容や部会への依頼事項の確認
○第2回全体協議会に向けて　内容や日程の調整
　3月25日(水)午後1時半～生涯学習センター大学習室１にて実施予定
○令和2年度のふくしネットの組織・運営について
・部会や運営委員会、WGの編成について
・ふくしネットフェスタ・障害者週間の持ち方
・執行部の選出・部会内の検討課題の引継ぎについて
　話を整理して2/6に部会長も交えて検討する。次年度へ繋げたほうがいい課
題も知れるような報告用紙を、合同会議用資料として、部会に提出をお願いす
る。
○相談体制の検討について
・相談体制を変えるにあたり、新法人を設置するか。地活と法人化の兼合い。
　他の検討したワーキンググループ（センターの在り方、地域移行・権利擁護
の在り方、ふくしネット事務局の在り方、地活の在り方）の話が全て絡むの
で、全体の検討を引き続き行う。
　今後の検討報告や意見集約の方法について検討。2/6合同会議や全体協議会
で報告の場を設けたい。全体協議会までにある程度話を詰めていきたい。
○長野市障害者基本計画・障害福祉計画への取り組みについて
・市としては基本、運営委員会を協議の場ということで進めたい。必要に応じ
て部会からも意見をもらう。
○社会福祉事業団　台風19号被害のその後の状況について情報共有。
・サンアップルは一部再開。小春日和・八雲日和さくらは今後再開予定。
・県社協や経営協が中心となり法人の枠を超えた法人連携会議が設けられた。

開催予定日　未定

1月23日中部公民館4階ホールにて、長野圏域発達障がいサポート・マネージャーの
岸田隆先生を講師にお迎えして、「知的・発達障害のある人の問題行動をどうみるか」を開催しました。
50名近くの大勢の方にご参加いただき、発達障害・知的障害の理解、「問題行動」の
見方、応用行動分析の基礎を学び、実際の支援で役立たせることができる実践的な講義でした。
今年度のスキルアップ研修は、全て終了しました。ご参加いただいたみなさん、ありがとうございました。

当事者部会では毎回、障害当事者が体験したほっこりしたお話を共有しています。今年度はそんな話を皆様にも随時お届けしています。当事者部会より
情報提供です。

○ケース１　　Ｔさん（電動車いす）
ローマ教皇のイベントが東京ドームで行われた時の話。事前のリハーサルの時に知り合いの障害当事者が、パレードの時に重度の当
事者が並んで見送っているので、できればコンタクトしてほしいと主催者側にお願いしたそう。本番の時には教皇がオープンカーか
らわざわざ降りて、重度の当事者の方の頭を触りながら声をかけてくれた。その対応のすばらしさにほっこりした。

○ケース２　　Hさん（電動車いす）
国会議員の講演会を聞きに行った時の話。信濃松川駅が最寄り駅だったので、列車で往復。帰りは松本から特急のデッキに乗ってい
たところ、乗務員の女性が「寒くないですか？」と声をかけてくれた。「寒いです」と答えたところ自分のひざ掛けをもってきて膝
にかけてくれ、「降りるときは、そこらに置いておいてください」と言い残して業務に戻っていった。

○ケース3　　Hさん（電動車いす）
長野駅のパスタ屋を何度か利用しているが、先日殻付きのカニパスタを注文したところ、何もお願いしていないのにすべて殻から身
を取り出してむき身を乗せて持ってきてくれ、美味しくいただけた。

○ケース４　　Nさん（車いす）
10月下旬に長野電鉄に陳情に行き、無人駅でも車いすの乗車可能か確認した。「運転手が対応します。年に何度か対応するための
研修も行っています。車両の一番前付近で待っていていただければ、事前の連絡なくても大丈夫です」との返答を得た。実際に乗っ
てみたところ、その後機会をみながら、最寄りの附属中学前から長野駅まで往復で５～６回利用しているが、大変気持ちよく対応し
ていただいている。（附属中学前の乗り降りは運転手が介助。長野駅は駅員がスロープをかけて対応。）

開催報告


